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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗濯物を収容する洗濯脱水槽と、
　前記洗濯脱水槽の底部に回転自在に配置されるパルセータと、
　前記洗濯脱水槽の側面部に設けられ、前記パルセータの回転により送られてきた水が流
れる環流水路と、
　前記洗濯脱水槽の内周壁との間で前記環流水路を形成する樹脂製の水路形成部材と、
　前記水路形成部材に形成されるフィルタ装着部と、
　前記フィルタ装着部に形成される流出口と、
　前記フィルタ装着部に回転可能に装着され、前記環流水路を上昇して前記流出口から流
出し前記洗濯脱水槽内に戻る水と前記パルセータの回転で発生する水流により前記内周壁
に沿って流れる水とを取り込んで通過させ、通過した水に含まれる糸等を捕集するフィル
タユニットと、を備え、
　前記フィルタ装着部は、前記フィルタユニットの回転軸となる支軸と、当該支軸の真後
に形成されて前記流出口の上流に位置し、前記環流水路内に連通する開口部とを含み、
　前記水路形成部材における前記環流水路に臨む面には、前記内周壁側へ向けて、前記開
口部からの水の流出を抑制する壁部が形成される、
ことを特徴とする洗濯機。
【請求項２】
　請求項１に記載の洗濯機において、
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　前記壁部は、少なくとも前記開口部の下および左右の三方を囲む、
ことを特徴とする洗濯機。
【請求項３】
　請求項２に記載の洗濯機において、
　前記壁部と前記内周壁との間に隙間が形成される、
ことを特徴とする洗濯機。
【請求項４】
　請求項１ないし３の何れか一項に記載の洗濯機において、
　前記壁部は、前記開口部の左右方向における両端部よりも中央部が前記環流水路の上流
側に張り出す形状を有する張出部を含む、
ことを特徴とする洗濯機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗濯機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、全自動洗濯機では、洗濯の際に洗濯物から出る糸屑や埃を捕集するための構造の
一つとして、図１０に示すリント捕集構造が採られている。かかるフィルタ捕集構造が採
られた洗濯機が、たとえば、特許文献１に記載されている。
【０００３】
　図１０（ａ）は、リントフィルタ捕集構造を示す、洗濯脱水槽５００の要部断面図であ
る。洗濯脱水槽５００の側面部には、水路形成部材５１０により環流水路５２０が形成さ
れる。水路形成部材５１０には、後方に窪むフィルタ装着部５１１が形成され、フィルタ
装着部５１１にフィルタユニット５３０が着脱自在に設けられる。フィルタ装着部５１１
には、下面５１１ａに上方に突出する第１支軸５１２が形成され、上面５１１ｂに第１軸
孔５１３が形成され、後面５１１ｃに流出口５１４が形成される。フィルタユニット５３
０の下部に設けられた第２軸孔５３１が第１支軸５１２に嵌め込まれ、フィルタユニット
５３０の上部に設けられた第２支軸５３２が第１軸孔５１３に嵌め込まれる。これにより
、フィルタユニット５３０は、第１支軸５１２と第２支軸５３２とを回転軸として、左右
方向に所定の角度だけ回転可能となる。環流水路５２０はパルセータ５４０の側方に接続
される。
【０００４】
　パルセータ５４０が回転すると、矢印Ｆ１に示すように、パルセータ５４０の揚水羽根
５４１によって外周方向に押し出された水が、環流水路５２０内に導かれ、流出口５１４
から流出し、フィルタユニット５３０を通じて洗濯脱水槽５００内に戻される。この際、
水に含まれる糸屑等がフィルタユニット５３０に捕集される。
【０００５】
　また、パルセータ５４０の回転より発生した水流に押されてフィルタユニット５３０が
回転し、矢印Ｆ２に示すように、洗濯脱水槽５００の内周壁に沿って流れる水が、後面の
取込口５３３からフィルタユニット５３０内に流入し、フィルタユニット５３０内を通過
する。この際、水とともに流入した糸屑等がリントフィルタユニット５３０に捕集される
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０００－３３４１９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
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　水路形成部材５１０は、樹脂材料により形成され得る。この場合、水路形成部材５１０
は、金型を用いて成形により製造される。
【０００８】
　図１０（ｂ）は、水路構成部材５１０を成形する金型Ｍの要部を示す図である。たとえ
ば、水路形成部材５１０の成形に、表側の第１金型Ｍ１と裏側の第２金型Ｍ２で構成され
、水路形成部材５１０の前後方向に分割される金型Ｍが用いられ得る。この場合、第１支
軸５１２の片側が第２金型Ｍ２で形成されるため、フィルタ装着部５１１の後面５１１ｃ
には、第１支軸５１２の背後となる位置に第２金型Ｍ２が通る開口部５１５が形成される
こととなる。なお、金型Ｍに、第１支軸５１２の突出方向にスライドする第３金型を追加
し、この第３金型によって第１支軸５１２を形成することも可能である。しかしながら、
この場合、開口部５１５は形成されないが、後面５１１ｃにスライド跡が形成され、外観
品位を損ねたり、糸屑等の引っかかりが発生したりする虞がある。
【０００９】
　水路形成部材５１０に形成された開口部５１５は、環流水路５２０内に連通する。この
ため、図１０（ａ）の矢印Ｆ３に示すように、環流水路５２０を流出口５１４に向かって
流れる水の一部が、開口部５１５から流出する。流出した水は、フィルタユニット５３０
を通らずに洗濯脱水槽５００内へ戻る。こうなると、フィルタユニット５３０による糸屑
等の捕集効率が低下する虞がある。
【００１０】
　そこで、本発明は、糸屑等の捕集効率を向上させることができる洗濯機を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の主たる態様に係る洗濯機は、洗濯物を収容する洗濯脱水槽と、前記洗濯脱水槽
の底部に回転自在に配置されるパルセータと、前記洗濯脱水槽の側面部に設けられ、前記
パルセータの回転により送られてきた水が流れる環流水路と、前記洗濯脱水槽の内周壁と
の間で前記環流水路を形成する樹脂製の水路形成部材と、前記水路形成部材に形成される
フィルタ装着部と、前記フィルタ装着部に回転可能に装着され、前記環流水路から前記洗
濯脱水槽内に戻る水と前記パルセータの回転で発生する水流により前記内周壁に沿って流
れる水とを取り込んで通過させ、通過した水に含まれる糸屑等を捕集するフィルタユニッ
トと、を備える。ここで、前記フィルタ装着部は、前記フィルタユニットの回転軸となる
支軸と、当該支軸の背後に形成され前記環流水路内に連通する開口部とを含む。さらに、
前記水路形成部材における前記環流水路に臨む面には、前記内周壁側へ向けて、前記開口
部からの水の流出を抑制する壁部が形成される。
【００１２】
　上記の構成によれば、環流水路内を流れる水をフィルタユニット内に良好に導くことが
できるので、フィルタユニットによる糸屑等の捕集効率を向上させることが期待できる。
【００１３】
　本態様に係る洗濯機において、前記壁部は、少なくとも前記開口部の下および左右の三
方を囲むよう構成され得る。
【００１４】
　上記の構成によれば、壁部の下側の壁に当たって一旦分かれた水が側方から開口部に流
入することを抑制でき、開口部からの水の流出をより一層抑制することができる。
【００１５】
　上記の構成とされた場合、さらに、前記壁部と前記内周壁との間に隙間が形成され得る
。
【００１６】
　このような構成とされると、開口部の少なくとも三方を囲った壁部の内部に、脱水工程
の際、洗濯物から排出された水が侵入しても、侵入した水を隙間から環流水路内へ流し出
すことができる。よって、壁部の内部に水が残ったままとなるのを防止できる。
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【００１７】
　本態様に係る洗濯機において、前記壁部は、前記開口部の左右方向における両端部より
も中央部が前記環流水路の上流側に張り出す形状を有する張出部を含む構成とされ得る。
【００１８】
　上記の構成によれば、環流水路内を流れる水は、張出部に当たることで円滑に左右に分
かれる。これにより、環流水路内の水の流速の低下を抑制できるので、糸屑等を水の流れ
に載せて良好にフィルタユニットまで運ぶことができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、糸屑等の捕集効率を向上させることができる洗濯機を提供することが
できる。
【００２０】
　本発明の効果ないし意義は、以下に示す実施形態の説明によりさらに明らかとなろう。
ただし、以下の実施形態は、あくまでも、本発明を実施化する際の一つの例示であって、
本発明は、以下の実施形態に記載されたものに何ら制限されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】実施の形態に係る、全自動洗濯機の構成を示す側面断面図である。
【図２】実施の形態に係る、環流水路の周辺部分が示された洗濯脱水槽の要部縦断面図で
ある。
【図３】実施の形態に係る、環流水路の周辺部分が示された洗濯脱水槽の要部横断面図で
ある。
【図４】実施の形態に係る、フィルタユニットの構成を示す図である。
【図５】実施の形態に係る、水路形成部材の構成を示す正面図である。
【図６】実施の形態に係る、水路形成部材の構成を示す背面斜視図である。
【図７】実施の形態に係る、環流水路内を流出口へと向かう水の流れを示す図である。
【図８】変更例１および変更例２に係る、遮水壁部の構成を示す、水路形成部材の要部の
背面斜視図である。
【図９】その他の変更例に係る、遮水壁部の構成を模式的に示す図である。
【図１０】リント捕集構造の一例について説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の洗濯機の一実施形態である全自動洗濯機について、図面を参照して説明
する。
【００２３】
　図１は、全自動洗濯機１の構成を示す側面断面図である。
【００２４】
　全自動洗濯機１は、外観を構成する筐体１０を備える。筐体１０は、上下の面が開放さ
れた方形筒状の胴体部１１と、胴体部１１の上面を覆う上面板１２と、胴体部１１を支持
する脚台１３とを含む。上面板１２には、洗濯物の投入口１４が形成される。投入口１４
は、開閉自在な上蓋１５により覆われる。
【００２５】
　筐体１０内には、外槽２０が、図示しない４本の吊棒により弾性的に吊り下げ支持され
る。外槽２０内には、洗濯脱水槽２１が配される。外槽２０および洗濯脱水槽２１は、前
方にやや傾く。洗濯脱水槽２１は、鉛直方向に対して前方にやや傾いた回転軸Ｒを中心と
して回転する。筐体１０は、外槽２０の上部が前方へ張り出す分だけ前方へ張り出す張出
部１０ａを有する。
【００２６】
　洗濯脱水槽２１の内周壁２１ａには、多数の脱水孔２１ｂが形成される。また、洗濯脱
水槽２１の底面には、複数の通水孔２１ｃが形成される。さらに、洗濯脱水槽２１の上部
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には、バランスリング２２が設けられる。
【００２７】
　洗濯脱水槽２１の底部には、パルセータ２３が配される。パルセータ２３の表面には、
表面中央から放射状に延びる複数の羽根２３ａが形成される。また、パルセータ２３の裏
面には、裏面中央から放射状に延びる複数の揚水羽根２３ｂが形成される。これら揚水羽
根２３ｂは、パルセータ２３の裏面と洗濯脱水槽２１の底面との間に形成されるポンプ室
２４に配される。
【００２８】
　洗濯脱水槽２１の内周壁２１ａに沿って上下方向に延びる環流水路２５が、水路形成部
材２６と内周壁２１ａとによって形成される。環流水路２５の下端部は、ポンプ室２４に
繋がる。環流水路２５、即ち、環流水路２５を構成する水路形成部材２６に、フィルタユ
ニット２７が取り外し可能に装着される。フィルタユニット２７は、洗濯の際に洗濯物か
ら出る糸屑や埃を捕集する。
【００２９】
　外槽２０の外底部には、洗濯脱水槽２１およびパルセータ２３を駆動するトルクを発生
させる駆動ユニット３０が配される。駆動ユニット３０は、駆動モータ３１と、伝達機構
部３２とを含む。伝達機構部３２は、クラッチ機構を有し、当該クラッチ機構による切替
操作により、洗い工程およびすすぎ工程では、駆動モータ３１のトルクをパルセータ２３
のみに伝達してパルセータ２３のみを回転させ、脱水工程では、駆動モータ３１のトルク
をパルセータ２３および洗濯脱水槽２１に伝達してパルセータ２３および洗濯脱水槽２１
を一体的に回転させる。また、伝達機構部３２は、減速機構を有する。洗い工程およびす
すぎ工程では、駆動モータ３１の回転数が減速機構の減速比に従って低くされた回転数で
パルセータ２３が回転する。
【００３０】
　外槽２０の外底部には、排水口部２０ａが形成される。排水口部２０ａには、排水バル
ブ４０が設けられる。排水バルブ４０は、排水ホース４１に接続される。排水バルブ４０
が開放されると、洗濯脱水槽２１および外槽２０に溜められた水が排水ホース４１を通じ
て機外へ排出される。
【００３１】
　上面板１２の後部には、水道水を洗濯脱水槽２１内に供給するための給水ユニット５０
が配される。給水ユニット５０には給水バルブ５１が接続され、給水バルブ５１が水道栓
に接続される。給水ユニット５０には、洗濯運転が行われる際に洗剤が投入される。給水
バルブ５１が開放されると、給水ユニット５０内に水道水が導入される。導入された水道
水は、給水ユニット５０内で洗剤と混合された後に給水ユニット５０から流出し、洗濯脱
水槽２１内に供給される。
【００３２】
　全自動洗濯機１は、各種運転コースの洗濯運転を行う。洗濯運転は、洗い工程、中間脱
水工程、すすぎ工程および最終脱水工程を含む。
【００３３】
　洗い工程およびすすぎ工程では、洗濯脱水槽２１内に水が溜められた状態で、パルセー
タ２３が右方向および左方向に回転する。パルセータ２３の回転により洗濯脱水槽２１内
に水流が発生する。洗い工程では、発生した水流と水に含まれる洗剤とにより洗濯物が洗
われる。すすぎ工程では、発生した水流により洗濯物がすすがれる。
【００３４】
　中間脱水工程および最終脱水工程では、洗濯脱水槽２１およびパルセータ２３が一体と
なって高速回転する。洗濯脱水槽２１に発生する遠心力の作用により、洗濯物が脱水され
る。
【００３５】
　本実施の形態の全自動洗濯機１は、環流水路２５とフィルタユニット２７で構成される
リント捕集構造を特徴としており、以下、リント捕集構造について詳細に説明する。
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【００３６】
　図２は、環流水路２５の周辺部分が示された洗濯脱水槽２１の要部縦断面図である。図
３は、環流水路２５の周辺部分が示された洗濯脱水槽２１の要部横断面図であり、図３（
ａ）は右回りの水流が発生したときの状態を示し、図３（ｂ）は左回りの水流が発生した
ときの状態を示す。図４は、フィルタユニット２７の構成を示す図であり、図４（ａ）は
フィルタユニット２７の斜視図、図４（ｂ）はフィルタユニット２７の側面縦断面図であ
る。図５および図６は、それぞれ、水路形成部材２６の構成を示す正面図および背面斜視
図である。
【００３７】
　フィルタユニット２７は、リントフィルタ１１０と、フィルタケース１２０を備える。
リントフィルタ１１０は、メッシュ地の袋体で構成される。フィルタケース１２０は、中
空な縦長の直方体形状に形成され、その後面が取込口１２１として開口する。フィルタケ
ース１２０の前面に取付開口部１２２が形成され、この取付開口部１２２にリントフィル
タ１１０が取り付けられる。
【００３８】
　フィルタケース１２０の上端部には、下方に撓むことが可能な弾性片１２３が形成され
、この弾性片１２３の上面に、上方に突出する上部支軸１２４が形成される。また、弾性
片１２３の前端部に操作片１２５が形成される。ユーザは、この操作片１２５を指で押し
下げることで弾性片１２３を下方に撓ませることができる。さらに、フィルタケース１２
０の下端部には、下部軸孔１２６が形成される。
【００３９】
　水路形成部材２６は、樹脂材料により形成され、上下方向に延びるとともに前方にやや
膨らむ。水路形成部材２６は、その表面が洗濯脱水槽２１の内部に臨み、その裏面が環流
水路２５の内部に臨む。水路形成部材２６の表面には、フィルタユニット２７のフィルタ
ケース１２０に対応する形状に窪んだフィルタ装着部２０１が形成される。
【００４０】
　フィルタ装着部２０１には、その底部２０１ａに、上方に突出する下部支軸２０２が形
成され、その上部２０１ｂに上部軸孔２０３が形成される。下部支軸２０２は、本発明の
支軸に相当する。
【００４１】
　フィルタ装着部２０１の後面２０１ｃには、中央部とそのやや下方に、複数の流出口２
０４が形成される。また、フィルタ装着部２０１の後面２０１ｃには、上部に凹部２０５
が形成される。凹部２０５には、フィルタユニット２７がフィルタ装着部２０１に装着さ
れたときにフィルタユニット２７の弾性片１２３の後部が収容される。
【００４２】
　さらに、フィルタ装着部２０１の後面２０１ｃには、下部支軸２０２の背後の位置に、
下部支軸２０２よりもやや大きな方形状の開口部２０６が形成される。水路形成部材２６
は、金型を用いて成形により製造される。開口部２０６は、図１０（ｂ）で説明したよう
に、成形製造の際、下部支軸２０２を形成する金型を通すために形成される。開口部２０
６は、環流水路２５内に連通する。
【００４３】
　水路形成部材２６の表面には、フィルタ装着部２０１の左右両側に、それぞれ、フィル
タ装着部２０１と同様に窪むとともに左右方向に延びる複数の右流路２０７および左流路
２０８が形成される。
【００４４】
　水路形成部材２６の裏面には、後方に向けて２重構造の水路区画リブ２０９が形成され
る。水路区画リブ２０９の内側領域が環流水路２５となる。さらに、水路形成部材２６の
裏面には、開口部２０６の周囲に、後方、即ち、洗濯脱水槽２１の内周壁２１ａ側に向け
て遮水壁部２１０が形成される。遮水壁部２１０は、本発明の壁部に相当する。遮水壁部
２１０は、開口部２０６の四方が囲まれるように、方形の筒状に形成され、下壁２１１、
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上壁２１２、左壁２１３および右壁２１４を有する。図２に示すように、水路形成部材２
６が洗濯脱水槽２１の内周壁２１ａに取り付けられた状態において、遮水壁部２１０と内
周壁２１ａとの間に所定の隙間Ｓが形成される。
【００４５】
　フィルタユニット２７は、水路形成部材２６のフィルタ装着部２０１に装着される。水
路形成部材２６の装着の際、ユーザは、まず、フィルタユニット２７の下部軸孔１２６を
フィルタ装着部２０１の下部支軸２０２に嵌め込む。次に、ユーザは、フィルタユニット
２７の操作片１２５を押し下げ、上部支軸１２４がフィルタ装着部２０１の上部軸孔２０
３より低くなるように弾性片１２３を下方に撓ませながら、フィルタユニット２７の上部
を後方に移動させる。そして、ユーザは、上部支軸１２４が上部軸孔２０３の位置に達す
ると、弾性片１２３の撓みを開放して、上部支軸１２４を上部軸孔２０３に嵌め込む。フ
ィルタユニット２７は、上部支軸１２４および下部支軸２０２を回転軸として、水路形成
部材２６の正面から見て右方向または左方向に所定角度だけ回転可能となる状態で、水路
形成部材２６に固定される。
【００４６】
　次に、図２および図３を参照して、フィルタユニット２７による糸屑等の捕集動作につ
いて説明する。
【００４７】
　洗い工程またはすすぎ工程において、パルセータ２３が回転すると、揚水羽根２３ｂに
よるポンプ作用によって、洗濯脱水槽２１と外槽２０との間の水が通水孔２１ｃを通じて
ポンプ室２４内に吸い込まれ、外周方向に押し出される。矢印Ｆ１に示すように、押し出
された水は、環流水路２５内を上昇して流出口２０４から流出し、フィルタユニット２７
のリントフィルタ１１０を通じて洗濯脱水槽２１内に戻される。この際、水に含まれる糸
屑等がリントフィルタ１１０に捕集される。
【００４８】
　また、図３（ａ）および（ｂ）に示すように、パルセータ２３の回転により右回りまた
は左回りの水流が発生すると、フィルタユニット２７が右方向または左方向に傾く。これ
により、矢印Ｆ２に示すように、洗濯脱水槽２１の内周壁２１ａに沿って流れる水が、後
面の取込口１２１からフィルタユニット２７内に流入し、リントフィルタ１１０を通過す
る。この際、水に含まれる糸屑等がリントフィルタ１１０に捕集される。
【００４９】
　図７は、環流水路２５内を流出口２０４へと向かう水の流れを示す図である。流出口２
０４の上流に位置する開口部２０６は遮水壁部２１０で囲まれており、環流水路２５内を
上昇する水は、遮水壁部２１０の下壁２１１に当たって左右に分かれ、遮水壁部２１０の
左右両側を流れて流出口２０４へと至る。これにより、環流水路２５内を流れる水の一部
が開口部２０６から流出してしまうのを抑制できる。
【００５０】
　なお、脱水工程の際に、洗濯物から排出された水が開口部２０６を通じて遮水壁部２１
０の内部に侵入する場合が生じ得る。この場合、侵入した水は、遮水壁部２１０と内周壁
２１ａとの隙間Ｓから環流水路２５内へ流れる。よって、遮水壁部２１０の内部に水が残
ったままとなりにくい。
【００５１】
　＜本実施の形態の効果＞
　以上、本実施の形態によれば、水路形成部材２６の裏面に設けた遮水壁部２１０により
環流水路２５内を流れる水の一部が開口部２０６から流出してしまうのを抑制できる。よ
って、環流水路２５内を流れる水をフィルタユニット２７内に良好に導くことができるの
で、フィルタユニット２７による糸屑等の捕集効率を向上させることが期待できる。
【００５２】
　また、本実施の形態によれば、遮水壁部２１０は、開口部２０６の四方を囲む構成とさ
れるので、下壁２１１で一旦分かれた水が側方から開口部２０６に流入することを抑制で
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き、開口部２０６からの水の流出をより一層抑制することができる。
【００５３】
　さらに、本実施の形態によれば、遮水壁部２１０と洗濯脱水槽２１の内周壁２１ａとの
間に隙間Ｓが形成されるので、脱水工程の際に遮水壁部２１０の内部に侵入した水を、隙
間Ｓから環流水路２５内へ流し出すことができ、遮水壁部２１０の内部に水が残ったまま
となるのを防止できる。
【００５４】
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明は、上記実施の形態によって何
ら制限されるものではなく、また、本発明の実施の形態も、上記以外に種々の変更が可能
である。
【００５５】
　＜変更例１＞
　図８（ａ）は、変更例１に係る、遮水壁部２１０Ａの構成を示す、水路形成部材２６の
要部の背面斜視図である。
【００５６】
　本変更例における遮水壁部２１０Ａは、開口部２０６の下縁において左右方向に延びる
下壁２１１のみにより構成される。遮水壁部２１０Ａの幅は、開口部２０６の横幅よりも
大きくされる。環流水路２５内を上昇する水は、遮水壁部２１０Ａに当たって左右に分か
れ、開口部２０６の左右両外側を流れて流出口２０４へと至る。
【００５７】
　よって、本変更例によっても、環流水路２５内を流れる水の一部が開口部２０６から流
出してしまうのを抑制でき、フィルタユニット２７による糸屑等の捕集効率を向上させる
ことが期待できる。
【００５８】
　＜変更例２＞
　図８（ｂ）は、変更例１に係る、遮水壁部２１０Ｂの構成を示す、水路形成部材２６の
要部の背面斜視図である。
【００５９】
　本変更例における遮水壁部２１０Ｂは、下壁２１１の下に、左右の両端部よりも中央部
が環流水路２５の上流側に張り出すほぼＶ字形状を有する張出部２１５を含む。
環流水路２５内を上昇する水は、張出部２１５に当たって左右に分かれ、遮水壁部２１０
Ｂの左右両側を流れて流出口２０４へと至る。
【００６０】
　よって、本変更例によっても、環流水路２５内を流れる水の一部が開口部２０６から流
出してしまうのを抑制でき、フィルタユニット２７による糸屑等の捕集効率を向上させる
ことが期待できる。
【００６１】
　さらに、本変更例によれば、環流水路２５内を流れる水は、張出部２１５に当たること
で円滑に左右に分かれる。これにより、環流水路２５内の水の流速の低下を抑制できるの
で、糸屑等を水の流れに載せて良好にフィルタユニット２７まで運ぶことができる。
【００６２】
　＜その他の変更例＞
　上記実施の形態の遮水壁部２１０、上記変更例１の遮水壁部２１０Ａおよび上記変更例
２の遮水壁部２１０Ｂの他、開口部２０６からの水の流出を抑制する壁部として、たとえ
ば、図９に示すように、種々の遮水壁部２１０Ｃ～２１０Ｉが開口部２０６に関連して設
けられ得る。
【００６３】
　たとえば、図９（ａ）に示すように、上壁２１２を有さず、下壁２１１、左壁２１３お
よび右壁２１４により開口部２０６を囲む遮水壁部２１０Ｃが設けられてもよい。また、
図９（ｂ）に示すように、下壁２１１、左壁２１３および右壁２１４を有するが、左右の
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い。図９（ａ）および（ｂ）の遮水壁部２１０Ｃ、２１０Ｄのように、開口部２０６の少
なくとも下および左右の三方を囲むと、下壁２１１で一旦分かれた水が側方から開口部２
０６に流入することを抑制できるので、変更例１のような下壁２１１のみにより構成され
る遮水壁部２１０Ａに比べて、開口部２０６からの水の流出を一層抑制できる。
【００６４】
　さらに、図９（ｃ）に示すように、下壁２１１がなく、左右の壁２１３、２１４からＶ
状の張出部２１５が形成される遮水壁部２１０Ｅが設けられてもよい。さらに、図９（ｄ
）および（ｅ）に示すように、Ｖ字状でなく、円弧またはＵ字状の張出部２１６を有する
遮水壁部２１０Ｆ、２１０Ｇが設けられてもよい。さらに、図９（ｆ）に示すように、Ｖ
字状の張出部２１５のみにより構成される遮水壁部２１０Ｈが設けられてもよい。さらに
、図９（ｇ）に示すように、円弧またはＵ字状の張出部２１６のみにより構成される遮水
壁部２１０Ｉが設けられてもよい。
【００６５】
　さらに、上記実施の形態では、水路形成部材２６は、バランスリング２２の位置まで上
方に延びており、フィルタユニット２７よりも上方の部位は、水流により撹拌される洗濯
物が擦れるバッフルとして機能する。しかしながら、上方の部位は、環流水路２５として
機能していないため、なくされてもよい。
【００６６】
　さらに、上記実施の形態では、外槽２０と洗濯脱水槽２１とが前方に傾いているが、こ
れらが傾いていなくてもよい。
【００６７】
　上記実施の形態の全自動洗濯機１は、乾燥機能を備えていないが、本発明は、乾燥機能
を備えた全自動洗濯機に適用することもできる。
【００６８】
　この他、本発明の実施の形態は、特許請求の範囲に示された技術的思想の範囲内におい
て、適宜、種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【００６９】
　　　　　　２１　洗濯脱水槽
　　　　　２１ａ　内周壁
　　　　　　２３　パルセータ
　　　　　　２５　環流水路
　　　　　　２６　水路形成部材
　　　　　　２７　フィルタユニット
　　　　　２０１　フィルタ装着部
　　　　　２０２　下部支軸（支軸）
　　　　　２０６　開口部
　　　　　２１０　遮水壁部（壁部）
　　　　　２１０Ａ～２１０Ｉ　遮水壁部（壁部）
　　　　　２１５　張出部
　　　　　２１６　張出部
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